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本稿の目的は、20世紀前半のロンドン・カウンティ・カウンシルを担い手とするイブニン
グ・インスティテュートの「講師パネル」制度に焦点を当てつつ、イギリス成人教育におけ
る地域人材の確保と講師の質向上の歴史的展開を検討することである。本研究では、以下を
明らかにした。
第一に、当初、ロンドンの夜間教育の担い手の中心は、学校教師だった。しかし、科目の
多様化に伴い、職業の実践的・専門的知識を持つ専門家の必要性が高まり、ロンドン・カウ
ンティ・カウンシルは、地域人材の確保を目指した。他方、学校運営の知識及び経験を有す
る学校教師は、数的には少数派となったが、専任教師の大部分を占めた。
第二に、1910年代を通じて、教職員専門部会の教師選考セクションが中心となり、全ての
講師を一元的に管理する「講師パネル」制度を構築した。これは、成人教育を担当する講師
の安定的な供給に大きく貢献したが、特定分野の講師の欠乏や、専門家の教育経験の不足と
いう課題が明らかになった。そこで、独自の講師養成コースや特別教育学コースを開講し、
講師の質向上を図ったのである。
このようにして、「講師パネル」制度は、ロンドンのイブニング・インスティテュートの
重要な一部をなしたことがわかった。
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Ⅰ　はじめに
本稿の目的は、20世紀前半のロンドン・カウンティ・カウンシル（London County 
Council、以下、LCCと略称する）によるイブニング・インスティテュート（evening 
institute）の「講師パネル」（panels of instructors）制度に焦点を当てつつ、イギリス成人
教育における地域人材の確保と講師の質向上の歴史的展開を検討することである。20世紀前
半の大規模な社会変動と人口移動の中で、イギリスを代表する地方教育行政機関であった
LCCは、イブニング・インスティテュートの「講師パネル」制度を構築し、地域人材を組織
化することで、地方教育行政機関の系譜における成人教育を先駆的に開拓した。本研究は、
成人教育事業の基盤を形成した地域人材の発掘・活用の実態とその特質を解明する基礎的研
究として位置付けられるものである。
ロンドンの成人教育史研究は、国外では1980年代以降、国内では2000年代以降に進展し
た。まず、デヴェルー（Devereux, W. A.）は、ロンドンの成人教育通史を初めて描き、そ
の中で「講師パネル」を評価した1）。また、ドーブマン（Taubman, D.）とクッシュマン
（Cushman, M,）は、コミュニティ教育の立場2）、さらに、ヒューズ（Hughes, M.）は、女性
史のアプローチから3）、従来の通史を再構成しつつ、1913年の夜間教育改革において成人教
育の専任教師を配置した意義に言及している。これらの研究は、成人教育の担い手に着目し
たものだが、各々の文脈における略述に留まっており、専任教師との関係性を含めて、「講
師パネル」制度が、いかなる経緯で、どのようなものとして成立したのかを解明していない。
なお、筆者は、これまで、成人教育に関わる個別のイブニング・インスティテュートの動向
を考察してきたが4）、それらに共通する講師供給の仕組みについては、不詳のままであった。
成人教育事業の成否に深く関わる地域人材の組織化の解明は、研究課題として残されてい
る、と考える。
以上をふまえ、本研究は、イギリス現地のアーカイブズ等での一次資料の収集に基づき、
イギリス成人教育における地域人材の確保と講師の質向上に関する一考察
― 239 ―
LCCのイブニング・インスティテュートにおける「講師パネル」制度の歴史的展開を明らか
に す る。 具 体 的 な 訪 問 先 は、 ロ ン ド ン・ メ ト ロ ポ リ タ ン・ ア ー カ イ ブ ズ（London 
Metropolitan Archives）、ロンドン大学教育研究所ニューサム・ライブラリー＆アーカイブ
ズ（Newsam Library & Archives, Institute of Education, University of London）及びタワ
ー・ハムレッツ・ローカル・ヒストリー・ライブラリー＆アーカイブズ（Tower Hamlets 
Local History Library & Archives）である。
最後に、本論文の構成は、次のようである。Ⅱでは、ロンドンの夜間教育の進展に伴い、
成人教育の現場でいかなる地域人材が求められるようになったのかを検討する。次いで、Ⅲ
では、LCCの専門部会の担当セクションにおける議論を中心に、「講師パネル」制度の概要
を把握し、この制度が抱えた課題を克服する講師の質向上のアプローチについて考察する。
Ⅱ　夜間教育における地域人材の確保
①　専門家への要求の高まり
LCCの成人教育のルーツは、ロンドン学務委員会（School Board for London）時代の夜
間学校（night school）に遡ることができる。1870年基礎教育法によって成立したロンドン
学務委員会は、同法に基づき、子どもを対象とする基礎教育の普及を目指し、当初、昼間学
校（day school）の整備を優先する方針を採った。しかし、日中生計のために働く貧しい子
どもが、過去の教育を継続し、不備を修正する機会が必要だ、という認識から、1882年に夜
間学校を開校した。その際、ブレイ（Bray, S. E.）が、「昼間学校を真似たミニチュア」5）と
表現したように、夜間学校には、昼間学校を補完する役割が期待されていた。また、基礎教
育の対象として、教育制度が十分に機能しない時代を生きてきた成人が、一定の割合を占め
ていた6）。
その後、1893年、夜間教育に関する初めての単独の教育令である夜間継続学校令
（Evening Continuation School Code）が成立した。これを受けて、ロンドン学務委員会は、
「夜間継続学校の役割は、昼間学校の教育の繰り返しから、昼間学校の教育の継続へと転換
した。同時に、初期の教育の欠陥を直し、すでに学んだことを要約したい人たちのための十
分な機会が用意される」7）と、その方針を年次報告書で記している。19〜20世紀転換期の夜
間教育は、基礎教育の普及を土台に、成人基礎教育を残しつつ、実生活を営む幅広い年齢層
のニーズに応じ、広範囲にわたる教育内容を提供するようになっていった。そして、1904年
に誕生した新しいロンドンの教育当局であるLCCは、夜間教育に関する権限をそのまま引き
継いだ。
初期の夜間学校の教科を担当したほとんどは、昼間学校で同じ教育内容を教えた教師だっ
た。しかし、昼間学校で扱わない科目が増えると、担い手が欠乏し、民間会社、私立学校、
中等学校等に属する専門家のサービスが求められるようになった。LCC移管後の夜間教育を
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初めて本格的に調査した教育長報告書『技術教育及び継続学校の8年間（夜間活動を中心
に）』は、公立夜間学校に従事する5,000人の講師の中の3,000人を、教育活動に不可欠の知識
や経験を蓄積している様々な職業の専門家が占めている実態を明らかにした8）。
さらに、教育長報告書は、専門家への要求に関して、次のように指摘している。「夜間の
教師は、成人学生を惹き付け、魅力的であるために、生きている（live）状態でなければな
らない。というのも、夜間の学生は、昼間学校が許さない教師の訓練や就学義務の規定に不
満を示す傾向が見られるからである。専門知識、説明の技術、教育の継続は全て必要なもの
だが、特に、専門知識は欠くことができない。…教師が不適任にならないようにするために
は、教師は学生であり続けるべきだ。『生きている』状態であり続けようと真剣に努力する
点において、ロンドンの教師には、地方の教師が享受できない地の利がある」9）。ここでは、
人生・職業経験を持ち、専門教育を求める成人学生の関心に応えるため、実践的・専門的知
識を提供する専門家の力量を重視している。夜間教育における専門家への要求の高まりは、
学校教育を典型とする既存の教育のあり方の問い直しを含んでいたことがわかる。
②　学校教師の役割の変化
ところで、1913年の夜間教育改革は、学務委員会時代以来の公立夜間学校の成果や課題を
総括し、9つの専門的なイブニング・インスティテュートに再編成する抜本的なものであっ
た。後に、フィッシャー（Fisher, H. A. L.）教育院総裁の下に置かれた成人教育委員会
（Adult Education Committee）の第4報告書は、この改革で誕生したLCCのウィメンズ
（Women’s）、リテラリー（Literary）の両インスティテュートを地方教育当局が担う成人教
育のモデルと見なしている10）。夜間教育改革を先導した上級教育専門部会（Higher 
Education Sub-Committee）11）は、職員の働き方について、次のように言及した。「1週間に
3・4日（5日のこともある）の晩に1校の夜間学校で教え、10日の半日勤務を1校の昼間学校
ですることは、昼間学校、夜間学校及び教師自身にとっても、正当な扱いと言えない。この
ような努力を求める制度は、昼間学校、夜間学校そして関係する教師にとって、有害であ
る。イブニング・インスティテュートは、新鮮さを必要としている」12）。改革にあたって、
学校教師の大きな負担が問題視されている。
この認識から、14歳以上を対象とする女性教育機関として構想したウィメンズ・インステ
ィテュートで、学生の受講時間総数が5万時間を超えた大規模校の場合、夜間教育だけに従
事する専任教師を任命すべきだ、と専門部会は提案している。そして、そのねらいを、次の
ように説明した。「このようにして、自由になった専任教師は、昼間学校を訪問し、卒業予
定者と面会し、雇用者を巡回し、欠席者を継続的に支援し、学友会、クラブ活動、語学サー
クル、文芸批評・読書会、社会科見学・小旅行、その他の交流行事全体を始め、組織するこ
とに時間を活用するであろう。加えて、レクリエーションや視野を広げるために必要な余暇
を享受することになる。生き生きとした精神や視野の広さは、専任教師に必要な資格である。
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現状でこのような資格を手に入れることは概して難しい」13）。この計画に基づき、翌年度よ
りウィメンズ・インスティテュートに19人の専任教師を任命した14）。マックルーア
（Maclure, S.）は、夜間教育改革の最も重要な点として、専任職員の配置を挙げている15）。
かつての夜間教育の中心的担い手だった学校教師は、専門家への要求が高まり続けたこと
で、数的に見ると、少数派になった。しかし、学校運営の経験やスキルを持つことから、そ
の役割の重点は、夜間教育の運営面へと移り、夜間教育改革以降は、イブニング・インステ
ィテュートの専任教師の大部分を占めていった16）。このようにして、実践的・専門的知識を
提供する専門家と、学校運営の技術的知識を持つ教師を地域人材として組織化することによ
って、ロンドンの成人教育事業は発展の土台を固めたのである。次章では、この内、前者を
発掘・活用する仕組みである「講師パネル」制度に絞って、さらに検討を続けていきたい。
Ⅲ　「講師パネル」制度と講師の質向上
①　「講師パネル」制度の構築
夜間教育の科目の拡大と多様化は、それぞれの現場に最適な専門家をいかに円滑に配置で
きるか、という難題を生み出していた。LCCは、1909-1910年度に十分な夜間教育サービス
を提供した実績を持つ講師から成るリストを作成し、欠員が生じた場合、ここから講師を指
名する過渡的措置を講じた17）。新しい仕組みづくりが急務となる中で、1912年より、夜間教
育の各科目の講師に求められる資格の検討に着手し、パネルの統廃合や公認資格の見直しを
進めていった。そして、1916年に教職員専門部会（Teaching Staff Sub-Committee）の教
師選考セクション（上級教育）（Selection of Teachers Section, Higher Education）は、イ
ブニング・インスティテュートの講師が担う広範囲にわたる98科目の各々に対応した公認資
格の一覧をまとめている18）。
同時に、LCCは全講師を一元的に管理する「講師パネル」制度の構築を試みた。その概要
は次のようであった。まず、特定の科目のパネルに講師を追加する必要性が生じた場合、
LCCの公報（Gazette）で募集する。志望者は指定書類に必要事項を記入し、期限までに申
し込む。志望者の領域に対応する専門知識を持つ視学官が、応募書類を受領し、職務に相応
しい応募者の名前を提案する。教育長は、視学官の推薦を検討し、審議に値すると評価した
志願者の名前、資格及び経験に関する自らの意見を教師選考セクションに提案する。同セク
ションは、LCCのサービスに従事していない志願者の場合、面接する。また、LCCで働く教
師が、夜間学校で教える予定の科目を昼間学校で教えていない場合、あるいは、セクション
が面談を必要とすると考えた専門科目を志願者が教える場合にも、面接を行う。その後、セ
クションは、特定の科目の講師のリストに入れるべきだと考えた名前を教職員専門部会に提
出する。なお、セクションに名前が提案される前に、専門部会の議長や他のメンバーは、全
ての志願者を確認する機会が認められている19）。
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なお、パネルに名前を置いた講師は、イブニング・インスティテュートのクラス担当の雇
用を求めて、専任校長・教師に直接申し込むことになっていた。講師を募集するインスティ
テュートの名称、科目、開講曜日や時間等の詳細情報は、新年度開始前の6・7月にパネルの
講師に配布され、また、年間を通じて、LCCの公報に提供された。なお、パネルの候補者か
らの選考については、それぞれのイブニング・インスティテュートの専任校長・教師の権限
であり、現場の事情や要請を反映する余地があった20）。
1920年代に入る頃には、200校を超えていたインスティテュートが、全ての講師を自力で
見つけるのは、現実的ではない21）。LCCは、科目毎に公認資格の基準を設定し、教師選考セ
クションを中心に、統一性のある「講師パネル」制度を構築することによって、大都市ロン
ドンの多様な専門家を、夜間教育の講師として組織化する仕組みを開発した。その後、LCC
の年次報告書が、「このパネル制度の成功は間違いない。また、イブニング・インスティテ
ュートの職員配置は、同じように供給できる人材の宝庫を持たない、他の町の羨望の的にな
っている」22）と指摘しているように、成人教育を担う講師を安定的供給に貢献する「講師パ
ネル」制度は、イブニング・インスティテュートの不可欠の一部となった。ただし、「講師
パネル」制度をより良く機能させ、講師の質向上を図る継続的努力が求められていた。
②　制度の精査と講師の欠乏への対応
講師の質向上の具体的な取り組みとして、以下の二点を挙げることができる。
第一に、特定分野のパネルの講師数の欠乏への対応である。第一次世界大戦時の講師の入
隊等の影響をふまえて、1921年に教育長は、「講師パネル」制度を再検討した報告書をまと
めた23）。まず、講師数10,228人の内、この数年間勤めていない約4,200人に確認したところ、
退職の意向を示した者が944人、回答がなかった者が2,171人だった。ここから、1920-21年
度のパネル上の講師数を、7,113人と計算している。また、実際に現場で働いている講師数
は、週1回が768人、週2回が1,047人、週3回以上が2,785人で、合計4,600人となり、パネルの
講師数7,113人は、実働者数4,600人を上回っている点を確認した。
その上で、報告書は、個別のパネル単位の講師数の検討を続けた。十分に余裕のあるパネ
ルの講師数を、3クラスにつき2名と推計した上で、1920-21年度の各教科のクラス数、それ
ぞれの教科のパネルの講師数と現場で必要とされる講師数を算出した。これらの数値を精査
した結果、講師が欠乏する科目が、調理、洗濯、家政、体操と教練（特に、女性対象）、ま
た、数に不足はないものの、講師を任命する十分な選択肢がない科目は、銀行業、会計業、
商業、経済学、科学、職業計算・製図、シティズンシップ、ビジネスの方法、カントリー・
ダンスとフォーク・ソング、保険業、リテラリー・インスティテュートに関する科目である
ことが判明する。そして、「活用でき、承認された全体の教師数が、インスティテュートの
ニーズにより厳密に近づくまで、パネルを絶えず構築・修正することによってのみ、様々な
困難を克服することができる」24）と結論付けた。
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こうした講師の欠乏に対応するため、LCCは新聞・雑誌等の講師の募集活動を強化した。
同時に、パネルへの応募はあるものの、志願者の中に有資格者の少ない体操や身体訓練の講
師を確保しようと、1921年に女性、翌年には男性を対象とする独自の講師養成コースを開講
している。養成にあたって、この分野のニーズが高く、講師派遣を急ぐ必要がある現場でク
ラス指導する実習も導入し、学生が経験を積みながら、人材の欠乏の解消に役立つように工
夫した25）。
③　特別教育学コースの開講
第二に、教育経験が不足する講師の支援である。あらゆる職業の専門家を講師とすること
は、生きた専門知識の提供という点で大きなメリットがある。しかし、1912年の教育長報告
書が、教師を本業としない専門家について、「個別指導とは異なるクラス教育という考え方
を、全くあるいはほとんど持っていない」26）と指摘したように、担当する教科を担う教育者
としての力量は、必ずしも十分ではなかった。そこで、1913年の夜間教育改革は、「イブニ
ング・インスティテュートの職務に就いた全ての講師で、何らかの教育経験が1年に満たな
い者は、求められた時に、ロンドン昼間教員養成カレッジ（London Day Training College）
あるいは他の公認機関において、10回の講演と実演から成るコースを受講しなければならな
い」27）と提案し、実施された。
さらに、1921年に講師パネルの志願者は、パネルに名前を保持したい場合、特別教育学コ
ース（special pedagogic course）の受講が求められることになった28）。LCCでは、1921年5
月にロンドン昼間教員養成カレッジを会場に、イブニング・インスティテュートの講師志願
者を対象とした特別教育学コースを開講した。月・金曜日の夜間週2回で全16回から成り、
あらゆる者に開かれた機会だったが、パネルに志願する受講者に対して、学習成果の意見を
まとめる課題を課した。担当者はバート（Burt, C.）29）であり、同コースのシラバスは、継続
学校（continuation school）に関わる教育の本質と役割、継続学校時代の多様な個人、社会
階級及び性別の特性等のテーマを掲げ、夜間教育の現場の理解を深める内容を含んでい
た30）。特別教育学コースは、導入的・限定的なものとはいえ、専門家の日頃の職業生活と教
育活動の橋渡しの役割を果たし、教師を本業としない講師の教育現場への適応を支援した。
これは、大都市の幅広い専門家を供給源とする「講師パネル」制度の効果的運用に資するも
のであった。
このように、「講師パネル」制度は、イブニング・インスティテュートの不可欠の一部を
なし、成人教育を担う講師の安定的供給に大いに貢献した。しかし、実際の制度の運用の次
元において、特定分野における講師の欠乏やパネルの講師の高い流動性、また、教育を本業
としない専門家の教育経験の不足という難しい諸課題を抱えていた。講師パネルの精査、独
自の講師養成コースないし特別教育学コースの開講は、専門家への養成が高まり続ける中
で、「講師パネル」制度の課題を克服し、講師の質の向上に結び付くアプローチであった、
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と考える。
Ⅳ　おわりに
以上、本稿は、日本では入手困難な教職員専門部会の教師選考セクション（上級教育）の
議事録等の一次資料の発掘・分析に基づき、LCCのイブニング・インスティテュートにおけ
る「講師パネル」制度の歴史的展開を実証的に検討してきた。この研究では、以下を明らか
にした。
第一に、当初、ロンドンの夜間教育の担い手のほとんどは、同じ内容を教える昼間学校の
教師だった。しかしながら、専門教育を求める成人学生のニーズ等を背景とする科目の多様
化に伴い、専門的・実践的知識を提供する民間会社等の専門家への要求が高まった。他方、
学校教師は、数的には少数派になったものの、学校運営の技術的知識や経験を生かし、ウィ
メンズ・インスティテュートを始め、専任教師の大部分を占めていった。LCCは、大都市の
特色を発揮しつつ、イブニング・インスティテュートにおける地域人材の発掘と活用という
課題に取り組むことになった。
第二に、1910年代を通じて、教職員専門部会の教師選考セクション（上級教育）を中心
に、科目単位で公認資格の基準を設定しながら、講師を一元的に把握する「講師パネル」制
度が構築されていった。この仕組みは、成人教育を担当する講師の安定的供給に大きく貢献
したが、特定分野における講師の欠乏や、専門家の教育経験不足という課題を抱えていた。
そこで、独自の講師養成コースや教育を本業としない講師を対象とする特別教育学コースを
開講し、「講師パネル」制度の課題の克服を目指した。
なお、1930年代までに、「講師パネル」への志願者数は、3万5千人を超え31）、現場で必要
とされる講師数は、年間で約6千人に達した32）。本研究の考察から、「講師パネル」制度は、
型通りに形式的に地域人材を供給したわけではないことがわかった。その機能が十分発揮で
きるように精査し、具体的課題を克服するアプローチを伴うことで、成人教育事業の発展基
盤を成す講師の質向上に迫っていったのである。
なお、本稿で明らかにしたように、LCCの「講師パネル」制度からの講師選考は、それぞ
れのイブニング・インスティテュートの専任校長・教師の権限であった。その際、どのよう
な適不適の判断があったのだろうか。また、講師は、現場でいかなる役割を果たしていたの
だろうか。各インスティテュートの実践に即しつつ、考察を深めていく必要がある。記して
今後の課題としたい。
附記）本研究は、JSPS科研費JP16K04568の助成を受けたものである。
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Securing Local Capable People and Improving the 
Quality of Instructors in the English Adult Education:
On the System of Panels of Instructors by the London 
County Council
SEKI, Naoki
The present study discusses the development of securement of local capable people 
and improvement of the quality of instructors in the English adult education focusing on 
the system of panels of instructors in the evening institutes by the London County Council 
in the first half of the twentieth century. This analysis revealed the following.
First, at the beginning, the main staff of London evening education consisted of school 
teachers. Following upon the diversification of subjects, the requirement for specialists who 
had practical and technical knowledge about their occupations was increasing, and the 
London County Council aimed at securing local capable people. On the other hand, the 
school teachers who had knowledge and experience in school management were in a 
minority as regards numbers, they hold much of responsible teachers.
Second, the system of panels of instructors for the centralized administration of all 
instructors was constructed chiefly by the Selection of Teachers Section of the Teaching 
Staff Sub-Committee throughout the 1910s. Although it contributed extensively to the 
stable supply of instructors in charge of adult education, the weakness of the system, such 
as the shortage of capable people in some panels and insufficient teaching experience of 
specialists was exposed. The original training courses of instructors and special pedagogic 
course were opened to improve the quality of instructors.
It is evident from these findings that the system of panels of instructors was an 
important part of the London evening institutes.
Keywords: panels of instructors, London County Council, securement of local capable people, 
improvement of the quality of instructors, evening institute
